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この研究の対象地：紙パルプ原料生産地
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人工林・木材林産物利用事業許可（IUPHHK-HT）
＝HTIコンセッション

3 出所：Wakker (2014)

出所：Forest Trends 2015
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出所：藤原(2017）

紙パルプ原料生産地での様々
な環境・社会問題：

• 生物多様性の消失
• 二酸化炭素排出
• 数々の土地紛争・人権侵害
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APP-FCP の宣言(2013年2月)

出所：https://www.asiapulppaper.com/sustainability/vision-2020/forest-conservation-policy
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紙パルプ原料の「責任ある生産」を目指す

グローバル環境ガバナンスのアクター相関図
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出所：APPホームページ

パワフルなアクターの言説実践による「現実」の構成

出所：http://www.compositeview.jp/nbo_app/index.html



パワフルなアクターの言説実践による「現実」の構成

出所：AS社「2015年春・夏号カタログ」
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• 見えないガバナンス・ギャップ

• パワレスなアクターの「ガバナンス」の経験を
フィールドワークにより内在的に描くことが重要

グローバル環境ガバナンスの制度的外観の整備は何をもた
らしたか？そしてフィールド研究者に求められるものは？
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ジャンビ州テボ県Ｌ村B集落



予備調査での気づき

(1) 情報発信力の差を背景に、パワフルなアクターの主
張のみが公共圏を流通していくという問題

(2) 土地紛争の解決プロセスで焦点化されている「問題」
から、地域の生活者が経験しているさまざまな「被害」
が漏れ落ちているという問題
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植林による環境変化と土地紛争の「被害」(聞き取り調査から)

• 河川水量の不安定化（乾季の渇水と雨季の洪水）

• 河川の水質汚染(植林地での農薬散布、および、アカシア残材の河川投棄による)

• 河川での漁獲量の減少

• 木材搬出用トラックが巻き上げる砂埃による健康被害

• 慣習林の減少による林産物入手可能性の低下（農民の土地に対する権利が認められるのは永年性作
物が植栽された土地のみであることから、企業による土地の囲い込みが進むなかで、住民たちが慣習
林を伐採し、ゴムやアブラヤシが植えていったことによる）

• 米自給システムの崩壊(多くの住民が土地に対する権利を主張しにくい陸稲の栽培を避け、土地権が
認められやすい永年性作物栽培に転換したため)

• 農地におけるアカシアの繁茂

• アカシア収穫後に大発生する甲虫による農作物への食害 ・・・などなど

フィールドワークを通じて、環境ガバナンスをめぐる「隠れた物語」―力のある
アクターの言説実践によって構築される「現実」とは異なる、現場の名もなき人びと

の語りにより浮かび上がる、当事者が経験する開発や紛争解決の姿―を「被害」に
着目して丹念に掘り起こす
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今後取り組む研究の課題

1. 植林による環境変化と土地紛争が「地域の生活者」にいかなる「被害」をもたらし
てきたのかを、

• 単に土地・生計手段を奪われるという直接的被害のみならず、生活環境の
劣化により貧困化のリスクが高まるといった間接的被害、長期化する紛争
を生きることの苦痛や「不法占拠者」として生きることの「生き難さ」といた精
神的被害など

• 「被害」の多面性、それら相互の連関性、そして、「被害」と社会的属性との
相互関係に着目して「被害」を総体的・内在的に明らかに

2. 紙パルプ用原料生産現場に生きる住民にとってのリアリティと、紙・パルプ生産・
販売企業の環境CSR広報(環境レポート、ウェブサイト、その他のメディアでの広
報)の内容とを比較し、両者のあいだにどのような齟齬があるかを明らかに

3. そうした齟齬を埋め、地域の生活者にとっての「問題解決」とはなにかという視点
から現在の「グローバル環境ガバナンス」を問い直す際に、「被害」の総体的・内
在的理解を試みるフィールド研究が果しえる役割について考察
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この研究の目指すもの

1. ガバナンスの進展の結果土地が取り戻せても、植林地に取り囲まれて生活する人々が
経験する「被害」

2. 住民にとってのリアリティと企業の環境CSR広報の齟齬、地域の人びとにとっての「問題」
とガバナンスの対話の場で焦点化される問題とのズレ、それら齟齬・ズレを生む要因

3. こうした祖語を埋めるための批判的「媒介者」（フィールド研究者、NGO）の役割・・・熱帯

林（土地）に対して複数の価値が激しく対立する（トレードオフ関係にある）場における
「媒介者」の役割

4. GEGの「進展」によって、誰によって何がどのように統治されることになったのか

• ガバナンスにおいて経験を無効化する特権的な知や無条件に刷り込まれている価
値観(佐藤 2009)→他にもありえたかもしれない生き方への想像力の遮断

• ガバナンスの進展の帰結としてのコメ自給システム（伝統的焼畑システム）の崩壊→
このことをどのように見るべきか

• 今の仕組みの下、「対話」が進められても、一企業が広大な土地を囲い込んでいる
状態、土地紛争や土地の取り合いによって進む熱帯林消失の構造的背景的原因は
そのまま放置されかねない→このことをどう見るべきか


